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パーソナルラミネータ　
クイックラミR4 4本ローラー

NQL-R4A3

この度は、パーソナルラミネータ クイックラミR4 4本ローラー NQL-R4A3をお買い上げい
ただき誠にありがとうございます。

品  番

★販売店様へ：必要事項をご記入の上、お客様へお渡しください。

4. 本保証書は日本国内においてのみ有効です。This warranty is valid only for Japan.

21.04

1. 本機の取扱説明書、本体貼付の注意ラベル等に従った正しい使用状態で保証期間内に故障した場合には
　 無償での修理または交換（同等製品での交換も含む）いたします。お買上げの販売店に製品を本保証書
　 とともにご持参ください。

2. 次の場合は保証期間中でも有償での修理または交換（同等製品での交換も含む）となります。

なお、故障の内容によりましては、修理にかえて同等製品と交換する
こともあります。



安全上の注意事項・機械の設置上の注意事項

ラミネートを行う③　～ラミネートの終了・ローラークリーニング

フィルムづまりのトラブル

主な仕様

ラミネータ本体

クリーニングペーパー
（1枚）

下図のとおり、本体および付属品が同梱されていることをご確認ください。

取扱説明書/保証書
（本書）

名刺・写真サイズ用
キャリアシート
（1枚）

キャリアシートの使用方法

名刺・写真サイズ用キャリアシート

まっすぐ中央に挿入してください。
名刺・写真サイズなどの小さいフィルムをラミネート

する場合、キャリアシートを使用することで容易に且

つ効率的なラミネートを行うことができます。

名刺・写真サイズのフィルムを右図のようにキャリア

シートにはさんでラミネータにまっすぐ中央に挿入し

てください。

このキャリアシートは繰り返しご使用いただけますが、汚れがひどくなったり、紛失した場合にはA4コピー

用紙（無地）で代用することができます。ただし、特殊なコーティングがされている物は避けてください。

キャリアシートがなくなったら…

キャリアシート

キャリアシートの使用方法
名刺・写真サイズ用キャリアシート

まっすぐ挿入してください。

名刺・写真サイズな

どの小さいフィルム

をラミネートする場

合、キャリアシート

を使用することで容

このキャリアシートは繰り返し

ご使用いただけますが、汚れが

キャリアシートがなくなったら…

1枚の場合は中央にはさんでください。

名刺サイズは3枚まで並べてラミネートできます。(写真サイズは1枚まで)

キャリアシート

名刺・写真サイズの

ラミネートフィルム
フィルムのシール部を

折り目に合わせる

重ならないように

並べる
まっすぐ中央に

挿入してください。
キャリアシート

●写真サイズの場合

●名刺サイズの場合

キャリアシート

ラミネートフィルム

上図のように、ラミネートフィルムのシール部をキャリアシートの折り目に合わせてはさんでください。

1枚の場合は中央に、2枚の場合は中央と右端もしくは左端に重ならないように並べてはさんでください。

（名刺サイズは3枚まで、写真サイズは1枚まで並べてラミネートできます。）

※キャリアシートは、しわが出てもラミネートの仕上がりに問題なく繰り返しご使用いただけます。

1枚

1枚

2枚
3枚 NQL-R4A3

NQL-R4A3

パーソナルラミネータ　
クイックラミR4 4本ローラーこの度は、パーソナルラミネータ クイックラミR4 4本ローラー NQL-R4A3をお買い上げい

ただき誠にありがとうございます。

約398・478mm/分（50・60Hz）

ABS・スチール

W454×D150(245)×H78mm       （）はワイヤータイプトレーを含む
NQL-R4A3

ワイヤータイプトレー（2本）、クリーニングペーパー（1枚）、
名刺・写真サイズ用キャリアシート（1枚）

1400W（50/60Hz）

100μm （薄紙・厚紙）・150μm （薄紙）

約2.7kg

※ 改良のため予告なく仕様・外観を変更することがあります。
※ 本製品は業務用ではありません。
※ ウォームアップ時間は室温が約25℃、100μmの温度設定の場合です。
※ 仕様の数値は使用条件などにより変化する場合があります。



・POWERランプ（赤）とREADY
　ランプ（緑）が交互に点滅する

・POWERランプ（赤）が消灯し
　READY（緑）ランプが点滅する

・仕上がりに白い線が数本入る
P.8

ウォームアップ後3分以上待ってローラーが十分に温まった
状態にしてからご使用ください。

本体に異常があります。弊社または販売店にご相談くだ
さい。

使用中の機械上部およびラミネート直後のフィルムは大変高温になっています。やけど
に十分ご注意ください。

30分以上連続で使用しないでください。30分経過後は、20分以上電源スイッチを
「OFF」の状態で休ませた後、再度ご使用ください。本製品は業務用ではありません。

本機の電源が入ったまま約30分以上経過した場合は、自動休止機能が作動し、ラン
プが消灯、ローラーが停止、温度が下がります。再度ご使用になる場合は、電源スイ
ッチを一度「OFF」にしたあと、再度電源を入れてください。

髪の毛、ネクタイ、ネックレス等の巻き込まれる危険のある物は、フィルム挿入口に
近づけないでください。巻き込まれてケガをする恐れがあります。

長時間機械をご使用にならない場合は、必ず電源スイッチを「OFF」にして電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。また、ラミネート作業中はそばを離れないでください。

ラミネート以外の用途に使用しないでください。事故や故障の原因になります。



また、フィルムがつまっている状態のときにクリーニングペーパーを挿入しないで
ください。状態が悪化することがあります。　　　　

ラミネートする前のご注意
一度ラミネートした物をはがしたり、やり直したりすることはできません。また、誤った使用
方法によりラミネートを失敗すると、フィルムがつまって故障の原因になる場合があります。
ご使用方法に従い正しくお使いください。

・たった一枚しかないような大切な物はラミネートしないでください。
・本機の使用による原稿等の破損・損失につきましては、いかなる責任も負いかねますので、
あらかじめご了承ください。

注意

ラミネートについて

ラミネートとは、専用のパック式フィルムに原稿をはさみ込み、熱でフィルム内側の粘着剤を
溶かすと同時にローラーの圧力で原稿に接着することを言います。一度に裏表両面がラミネー
トされます。

・ラミネートするとフィルムがプラスチックのように丈夫になり、原稿を水・汚れ・傷
等から守ります。また、偽造防止効果も高まります。

・原稿をフィルムにはさんでラミネータに通すだけの簡単操作で、美しいラミネートが可
能です。

昇華型熱転写プリンタで印刷した原稿をラミネートすると、ラミネートのいかんに関わらず時
間が経って像がぼやけたり退色したりすることがありますのでご注意ください。

ラミネート P.6～

特長

ラミネートできないもの

注意

次のようなものはラミネートしないでください。

紙以外の物

その他、先端が尖った物、折れ曲がっている物、厚い物、立体物等

クレジットカード
等の磁気カード

CASH CARD

可燃物・軟化
しやすい物

セロハン・ビニール製品等

熱により変色・
変質する物

感熱紙・クレヨン画等

F
A
X

金属・木・ガラス・
プラスチックの板や布等

リバース

フィルムを取り除いた後は必ずローラークリーニングを行
ってください。フィルムがつまると多くの粘着剤がローラー
に付着するので、そのまま使用を続けるとフィルムづまり
が起こりやすくなります。

フィルムは高温になっていますのでやけど
には十分ご注意ください。

つまったフィルムの取り除き方

高温注意

上記の方法でフィルムを取り除くことができない場合は、弊社または販売店にご相談く
ださい。お客様での分解・修理はしないでください。

2.フィルムを引っ張りながら取り除きます

3.ローラークリーニングを行います

フィルムがつまった場合は、リバーススイッチ
を押し続けます。スイッチを押しているあいだ
はローラーが逆転します。
電源プラブをコンセントから抜いてください。

リバーススイッチを押し続けた状態で、フィル
ムを引っ張りながら取り除きます。

1.リバーススイッチを押し続けます

クリーニングペーパー

？？

フィルムが出てこない 斜めに入れてしまった・カタカタ異音がする
・途中で止まった

カタカ
タ…

ローラーの汚れ・フィルムに余白が多い・フィルム挿入方向の間違いなどが原因でフィルムが
つまってしまうことがあります。下図のような状態の時は、すぐにリバーススイッチを押し続け
てください。フィルムが取り除けない場合は、電源スイッチを「OFF」の状態にして、弊社また
は販売店にご相談ください。

【　　 P.9「ローラークリーニング」参照】



・ラミネータを水平な場所に設置します。
・電源プラグをコンセントに差し込みます。消費電力が大きいため単独の電源を確保してください。
　※タコ足配線は絶対に避けてください。

・ラミネート後は速やかにフィルムを取り出してください。フィルム排出口に放置すると、加熱
により折れ曲がったりシワになったりします。ラミネート直後のフィルムは変形しやすくなっ
ていますので、取り扱いにご注意ください。

・続けてラミネートする場合は、必ず先に入れたフィルムを取り出してから行ってください。また
　READYランプ（緑）が消えた場合は、再度点灯するまでお待ちください。

AC100V

十分なスペース
を空けて設置

ワイヤータイプ
トレーを取りつける

2.電源スイッチを使用するフィルム厚に合わせます

電源スイッチを「100μm」または「150μm」のいず
れかに合わせます。ラミネータ内部のローラーが回転し、
POWERランプ(赤)が点灯します。

100μmと150μmの使い分け方は以下の通りです。
・100μmフィルム+薄紙→100μmに設定してください。
・100μmフィルム+厚紙→100μmに設定してください。
・150μmフィルム+薄紙→150μmに設定してください。

●原稿の例　薄紙：コピー用紙・カタログ・雑誌等、厚紙：写真・ハガキ・画用紙・名刺等

※写真等の厚紙の場合、紙質により100μmの設定では環境温度によってローラーが熱不足(仕
　上がりが白っぽい等)になることがありますので、その際は150μmの設定をお試しください。
※本機は「150μm+厚紙」のラミネートには対応していません。

フィルムが背面のフィルム排出口から完全に出てきてからフ
ィルムを取り出し、平らなところに置いて冷ましてください。
ラミネート直後のフィルムは高温になっています。やけ
どには十分ご注意ください。

高温注意

5.フィルム排出口よりラミネートされて出てきます

4.READYランプ（緑）が点灯したらフィルムを挿入します

・原稿をはさんだフィルムをサイズ表示を目安にして
　フィルム挿入口からまっすぐに入れます。ローラーに
　フィルムがあたると自動的に送り込まれます。
・フィルムを強く押し込まないでください。先端が折れ
　曲がりフィルムづまりの原因となります。

ラミネートを行う③
ラミネートの開始

必ずフィルムのシール部側から挿入してください。

約40秒後にREADYランプ(緑)が点灯します。

3.READYランプ（緑）が点灯するまで待ちます

・記載の時間は室温が約25℃で100μm+薄紙の場合です。
・内部のローラーが加熱されるため、ゴムのにおいが発生しますが、使用
　上の問題はありません。

ウォームアップ時間は室温や温度設定により異なります。
READY POWER

注意

補足説明1.名刺・写真サイズ用キャリアシートについて
・名刺や写真サイズなどの小さいフィルムをラミネートする
　場合、左図のように付属のキャリアシートを使用すること
　で容易に且つ効率的なラミネートを行うことができます。
・キャリアシートを使用する際は「150μm」の設定でラミ
　ネートしてください。※フィルムは100μmをご使用くだ
　さい。
・付属のキャリアシートに記載されている使用方法に従って
　ご使用ください。

キャリアシート

キャリアシートの使用方法

名刺・写真サイズ用キャリアシート

まっすぐ中央に挿入してください。

名刺・写真サイズなどの小さいフィルムをラミネート

する場合、キャリアシートを使用することで容易に且

つ効率的なラミネートを行うことができます。

名刺・写真サイズのフィルムを右図のようにキャリア

シートにはさんでラミネータにまっすぐ中央に挿入し

てください。

このキャリアシートは繰り返しご使用いただけますが、汚れがひどくなったり、紛失した場合にはA4コピー

用紙（無地）で代用することができます。ただし、特殊なコーティングがされている物は避けてください。

キャリアシートがなくなったら…

キャリアシート

キャリアシートの使用方法
名刺・写真サイズ用キャリアシート

まっすぐ挿入してください。

名刺・写真
サイズなど

の小さいフ

ィルムをラ

ミネートす

このキャリアシー

トは繰り返しご使

用いただけますが、
キャリアシートがなくなったら…

1枚の場合は中央にはさんでください。

名刺サイズは3枚まで並べてラミネートできます。(写真サイズは1枚まで)

キャリアシート

名刺・写真サイズの

ラミネートフィルム
フィルムのシール部を

折り目に合わせる

重ならないように

並べるまっすぐ中央に

挿入してください。
キャリアシート

●写真サイズの場合

●名刺サイズの場合

キャリアシート
ラミネートフィルム

上図のように、ラミネートフィルムのシール部をキャリアシートの折り目に合わせてはさんでください。

1枚の場合は中央に、2枚の場合は中央と右端もしくは左端に重ならないように並べてはさんでください。

（名刺サイズは3枚まで、写真サイズは1枚まで並べてラミネートできます。）

※キャリアシートは、しわが出てもラミネートの仕上がりに問題なく繰り返しご使用いただけます。

1枚

1枚

2枚

3枚

補足説明2.濃い色の面積が多い原稿をラミネートする場合
ローラーガードワイヤー構造について
本機はフィルムの巻き込みを防止するためローラーにワイヤー
が取り付けられています。そのため、室温が25℃以下や本体
が冷えている状態で「濃い色の面積が多い原稿」をラミネート
した場合、仕上がりに左図のような白い線が数本入ることがあ
ります。その際はウォームアップ後3分以上待ってローラーが
十分に温まった状態にしてからご使用ください。

原稿

濃い色の面積
が多い原稿

数本の白い線

シール部



原稿が波うったり
カールしている

フィルムに
余白が多い

フィルムを継
ぎ足して使用

フィルムのみを
ラミネートする

フィルムを
切って使用

半紙等
非常に薄い紙

フィルムは必ず弊社のラミネートフィルムをご使用ください。
フィルムの特性が合わないと、シワの発生やフィルムづまりの原因となります。

ラミネートフィルムの準備
ラミネートを行う①

ラミネートフィルムに原稿をはさみます
・ラミネートフィルムは原稿よりも2～5mm程度の大
きい物をご用意ください。

・原稿はフィルムのシール部に当たるまで差し込んで
ください。余白が多いとローラーに巻き付きやすく
なり、フィルムづまりの原因となります。

・ラミネート可能な厚みは、フィルムと原稿を合わせて
最大0.6mmまでです。

　ただし原稿の厚みが約0.3mmを超える場合は、原稿
の周囲が十分に接着されない場合があります。

次のようなラミネートはシワの発生やフィルムづまりの原因となりますのでおやめ
ください。

注意

注意

最適なサイズのフィルムがない場合は

最適なサイズのフィルムがない場合は、図のように「捨て紙」を入れてラミネートした後
に不要な部分をカットしてください。

ラミネート後
カットする

ラミネート後
カットする

原
稿

捨
て
紙

原
稿

捨
て
紙

6.ローラークリーニングを行います

7.ラミネータの終了

【　　 P.10「ローラークリーニング」参照】

ラミネートの終了

・電源スイッチを「OFF」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。
　「READYランプ」および「POWERランプ」が消灯し、ローラーの回転が停止します。 
・本体が十分に冷えてから保管してください。

・作業が一通り終了したら、クリーニングペーパーを
　数回通してローラークリーニングを行ってください。
・一度にたくさんラミネートする場合は、10枚に1回
　程度の割合でローラークリーニングを行ってください。

クリーニングペーパーはまっすぐ挿入してください。斜めに入れると機械内部で
つまり、故障の原因になります。

ローラークリーニング

ラミネータの温度が高い状態（通常のラミネートが可能な状
態）で、付属のクリーニングペーパーをフィルム挿入口から
入れてください。これを数回繰り返すと、ローラーに付着した
粘着剤が取り除かれ、ローラーがクリーニングされます。

ラミネート作業が一通り終了するごとに、また一度にたくさんラミネートする場合は
10枚に1回程度の割合でローラークリーニングを行ってください。

・クリーニングを行う頻度

・クリーニングの方法

付属のクリーニングペーパーは繰り返しご使用いただけますが、汚れがひどくなったり、紛失
した場合には厚紙（無地）で代用することができます。ただし、プリンターやコピー機で出力さ
れた物やコーティングがされている物は避けてください。
なお、クリーニングペーパーに付着した粘着剤の汚れはクリーニングペーパーが冷めたあとに、
綺麗な布等で擦るとある程度取れて再度利用が可能になります。

このようなトラブルを防ぐためにも、定期的にローラークリーニングすることをおすすめします。

クリーニングペーパーがなくなったら

ローラークリーニングを行わないと…

・フィルムづまりが起きる
・フィルムの先端が折れてラミネートされる
・ラミネートした物に汚れ（白い線）が付着する

これはフィルムからはみ出した粘着剤
がローラーに付着するためです。

注意

ラミネートを行う③

クリーニングペーパー

クリーニングペーパー

原稿

2～5mm
2～5mm 2～5mm

シール部挿入方向

フィルム



故障かな？と思ったら トラブル時のチェックポイント

・動かない
・POWERランプ（赤）が点灯しない 電源スイッチを押して「100μmまたは150μm」に合わ

せてください。

電源プラグをコンセントにしっかり差し込んでください。

症状 原因／処置

・READYランプ（緑）が点灯しない

・ウォームアップの時間が40秒より
　長い

・ラミネートフィルムが入ってい
かない

・ラミネートフィルムが途中で止
まった（カタカタと異音がする）
・排出口から出てこない

フィルムと原稿を合わせた厚みが0.6mmを越えるとラミネ
ートできません。

電源スイッチが「OFF」になっていませんか？

エアコンの冷風や扇風機の風が直接本機にあたらないよう
にしてください。

通常、ウォームアップ時間はフィルム�厚の設定が100μmの
場合は約40秒で点灯します。150μmの設定で室温が著しく
低い場合は3分程度お待ちください。

室温は25℃以上の場合でも、本体内部は保管場所などにより
25℃以下の可能性があります。そのような場合は、40秒でウ
ォームアップが完了しないことがあります。READYランプ(緑)
が点灯するまでお待ちください。

電源スイッチが「OFF」になっていませんか？電源スイッチ
を「100μmまたは150μm」にしてください。

フィルムづまりが起きています。すぐに電源スイッチを
「OFF」にし、ローラーフリーレバーをスライドさせた状態
にして、フィルムを取り除いてください。

P.7

P.8

P.6

P.9

・ラミネートフィルムが汚れて
　出てくる（白い線が付く）

ローラークリーニングをしてください。

・フィルムがつまる

反っている原稿や極端に薄い原稿をラミネートするとフィル
ムづまりの原因になります。

フィルムに付着した粘着剤の汚れは中性洗剤で拭き取り、水
拭きおよび乾拭きをしてください。ベンジン・シンナー・ア
ルコールなどは使用しないでください。

必ず弊社のラミネートフィルムをご使用ください。フィルム
の特性が合わないと正しくラミネートできません。

P.9

原稿のサイズに合ったフィルムをご使用ください。フィルム
に余白が多いとシワや巻き込みの原因となります。最適なサ
イズのフィルムがない場合は捨て紙を入れてラミネートして
ください。 P.6

P.6

P.6

ローラークリーニングをしてください。ローラーが汚れてい
るとフィルムづまりの原因になります。 P.9

・フィルムの端が折れて出てくる ローラークリーニングをしてください。ローラーが汚れてい
るとフィルムの先端が折れて出てきたり、フィルムづまりの
原因になります。 P.9

①本体
②フィルム挿入口（サイズ表示目安付）　
③表示ランプ ※下図参照
④電源スイッチ ※下図参照

⑤リバーススイッチ ※下図参照
⑥電源プラグ
⑦ワイヤータイプトレー
⑧フィルム排出口（背面）

【本体】

【操作部】
表示ランプ

電源スイッチ（3段階）

リバーススイッチ

【　　 P.10「フィルムづまりのトラブル」参照】

C DE DE

リバース

F

POWERランプ＜赤＞
電源がONの状態になると点灯し、ウォームアップ
を開始します。

READY（適正温度）ランプ＜緑＞
ウォームアップが完了すると点灯します。

電源スイッチ＜100μm＞
100μm側（I）に押すと、100μmフィルムに適し
た温度でウォームアップを開始します。READY
ランプ(緑)が点灯したらラミネートが可能になります。

電源スイッチ＜150μm＞
150μm側（II）に押すと、150μmフィルムに適し
た温度でウォームアップを開始します。READY
ランプ(緑)が点灯したらラミネートが可能になります。

電源スイッチ＜OFF＞
　と　どちらでもない真ん中に合わせると、電源OFF
の状態になります。

リバーススイッチ
押しているあいだローラーが逆転します。つまった
フィルムを取り除く場合に使用します。

A

C

C

D

D

B

E

F

B

③

②
①

<正面>

READY POWER

A

④

<正面>

<背面>

⑧
⑥

⑤

⑦



この取扱説明書には製品を安全に正しくお使いいただき、事故や損害を未然に防止するために
絵表示を使用して注意事項を記載しています。以下に絵表示の内容と意味を表記しますので、
理解してから本文をお読みになり本機を使用してください。

本体のお手入れ
本体カバーは柔らかい布で乾拭きしてください。（中性洗剤・化学ぞうきんをご使用の際は、そ
の注意書きに従ってください。）

お手入れの際には必ず電源プラグを抜いてください。

機械に直接水をかけての掃除、ベンジン・シンナー・アルコール等は使用しないで
ください。

本体カバーを取り外してのお手入れはしないでください。感電や故障の原因となり
ます。

機械の内部や外部の掃除などに可燃性スプレーや可燃性揮発物等を使用しないで
ください。引火の恐れがあります。

フィルム排出口をふさがないように、高さには十分ご注意ください。注意

A：問題ありません。ただし、インスタント写真は撮影後数日はローラーの圧力で写真の中の水分
が漏れ出すことがあります。一週間程度待って写真が十分に乾燥してからラミネートしてくだ
さい。

Q1：写真をラミネートしても大丈夫？

A：カラーコピー、インクジェットプリンタ・熱転写プリンタ等は問題ありません。ただし昇華型
熱転写プリンタで作成した原稿はラミネートのいかんに関わらず時間経過により、像がぼやけ
たり退色したりすることがありますのでご注意ください。

Q2：カラーコピーやカラープリンタで作成した原稿をラミネートしても大丈夫？

A：フィルム選択スイッチを直接押して使用するフィルム厚に合わせてください。
設定温度に満たない場合は、ウォームアップランプ（緑）が点滅します。しばらくすると再点
灯します。再点灯した事を確認してからご使用ください。
※「150μm」から「100μm」に切り換える場合は、ローラーの表面温度が下がるまで少し
　時間がかかります。
※フィルム厚を変更したい場合は、本体にフィルムが入っていない時に行ってください。

Q3：作業途中でフィルム選択を操作する場合は？

A：ラミネート直後のフィルムは軟らかく
なっているので反ることがあります。
よりきれいに仕上げるためには、トレ
ーの下に本などを積んでフィルムがま
っすぐ出てくるようにしてください。

Q4：ラミネートしたフィルムが反るのですが…

ラミネートQ&A

本など

フィルム

ワイヤータイプ
トレー


